
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

札幌市立ひがしなえぼ幼稚園 
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２．１１．３０ 発行 

  

「きらきらと輝く表情・わくわくと心弾ませる遊び目指して‥」 
      

                        研究部長  坂下博美 

 

  子どもたちは雪の降る日を楽しみにしています。空からチラチラ舞い降りてくる「雪」を見つけ高まる

気持ちが抑えられません。子どもたちにとっては待ちに待った「冬」が近づいています。 

さて、ひがしなえぼ幼稚園では市の研究実践園として幼児教育の資的向上を目指し、園の研究や保

育に取り組んでいます。昨年度に続き子どもたちが主体的に関わる遊びを大切に毎日の保育を充実し

ていけるようにと考えています。昨年度は「遊び込む環境つくり」を中心に研究を進めてきました。今年

度は『きらきらと輝く表情をして、わくわくと心弾ませて遊ぶ子どもたち』となるよう、更に遊びが幼児自

身の遊びになっているのか（主体的な遊びが得られているか）、その中でどのような『対話的な学び』

『深い学び』があるのか、研究を進めています。 

 秋が深まった頃、４歳の子どもたちは、毎日、砂場で『さら砂』作りをしていました。『さら砂』とは、乾い

た砂をふるいにかけて、海砂のようなさらさらになった砂のことです。バケツに少したまると「見て、すごい

よ!」とよく見せに来てくれます。触ってみると少し冷たく、感触は柔らかくなめらかな感じで、普段遊んで

いる砂とは違う特別の砂です。子どもたちは宝物のように扱っていました。そんな特別な『さら砂』を作ろ

うと、雨上がりのある日、張り切って砂場へ向かっていった子どもたちでしたが、すぐに「できない。」と言

って戻ってきました。「どうして作れないの？」と聞くと「乾いた砂が無いからだよ。」と言い残念そうでし

た。 

違う遊びをしていると、何人かが「先生、見て!」と言い、『さら砂』の入ったバケツを見せてくれました。

びっくりして「どうやって作ったの？」と聞くと、「屋根のあるままごとハウスの中で作った。」と教えてくれ

ました。 

雨の後だから今日はできないと諦めるのではなく、乾いた砂の場所を探そうとする行動こそが、子ど

もたちが主体的に遊びにかかわっている姿であり、友達に作り方を伝えたり、一緒に乾いた砂を探した

りして対話的な学びが育まれ、乾いた砂は雨が当たらないところにあると気づいたことが深い学びとな

っています。特別な砂は、子どもたちをきらきらと輝く表情にさせました。その砂を作るために乾いた砂を

探す子どもたちはおそらく『わくわく心弾ませて』いたのではないでしょうか。 

そんな子どもたちの様子を折に触れてお知らせできるのが、年２回『なえちゃん★ぼーちゃんの研究

のはなし』という研究便りです。第１号はすでにお手元に届いていると思いますが、第２号も準備中で

す。幼児の遊びの中に「学び」はあるのです。ぜひお読みください。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 主な行事予定 

１ 火  

２ 水  

３ 木  

４ 金 
前日準備のため 
年少 12:50,年中 13:00 年長 13:10 降園 

５ 土 第３７回 発表会 

６ 日  

７ 月 振替休業日 

８ 火 個人懇談（～18 日） 

９ 水 ポロップひろば 14:30～15:30 

10 木  

11 金  

12 土  

13 日  

14 月  

15 火  

16 水  

17 木 誕生会 

18 金 
交通安全指導（集会） 
学校評価保護者アンケート配付 

19 土  

20 日  

21 月 入園説明会 

22 火  

23 水  

24 木 もちつき 

25 金 
２学期終業式  
学校評価保護者アンケート回収締切 

26 土 冬季休業日（～１/１９） 

1月の予定 
 ２０日（水） ３学期始業式（弁当日） 

 ２１日（木） 交通安全教室 

 ２２日（金） 身体計測 

 ２５日（月） PTA 役員会 

 ２６日（火） 遊ぼうＤＡＹ 

２８日（木） 誕生会 

 ２９日（金） ポロップひろば 

冬季休業中の 
預かり保育について 

冬休み中の申込は終了いたしました

が、緊急理由であれば、利用することが

できます。(１日 1200 円＋実費 100 円) 

利用が必要になった場合は、幼稚園に

電話をして、空きがあるかどうか、緊急

の理由かどうかを御確認ください。緊急

の理由以外ではお預かりできないこと

もあります。御理解と御協力をお願いし

ます。 

＝送迎時のお願い＝ 

 これからの季節、積雪のため、これま

で以上に駐車が困難になります。 

 早く着いても、幼稚園周辺には駐車し

て待たず、お迎えの学年の方を優先し、

譲っていただけますよう、お願いいたし

ます。年少は 45 分から、年中は 55 分か

ら、年長は 5 分から駐車するように御協

力ください。また、お子さんがお手元に

戻りましたら、速やかに降園するよう御

協力ください。もしも、停める場所が無

くて、遅れそうな場合でも、玄関でお子

さんをお預かりしています。安全な場所

に停めてからお迎えに来てください。ま

た、弟妹が在園している家庭は 12 月～3

月までは、上のお子さんの降園時間にお

迎えをお願いします。 

 なお、ＰＴＡ活動で長時間の駐車にな

りそうな方は、幼稚園に御相談ください。 

 

＊誰が感染してても＊ 

 連日、新型コロナウイルスの陽性者の情報があがっています。

市中感染も広がっていると言われる中、誰がかかってもおかしく

ない状況となっています。 

本園では、引き続き、感染予防対策として、定期的な換気、多

数が触れる場所の消毒、パーテーションを活用しての食事などを

心がけています。仮に陽性者が出た場合、教育委員会や保健所の

指針にそって学級閉鎖等の措置をとります。一方で、陽性となっ

た御本人とその御家族は、大変不安だと思います。その方々が差

別や偏見を受けないよう、早期完治を願い、皆さんで温かく見守

っていく姿勢を大切にしましょう。 


